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新用語解説（10） の

フ●二一ニヤ

　Hi　George：「天気」編集委員の中村晃三さんから

「ラ・二一ニャ」について解説するように頼まれたとこ

ろですけど，新用語の発案者として，そのいきさつなん

かを日本の読者に紹介してくれませんか．rラ・二一ニ

ャ」は日本ではもう町のおじさんおばさんまで知ってい

るんですから責任がありますよ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshio　Yamagata

　Hi　Toshio：ちょうど，「エル・二一ニョ，ラ・二一ニ

ャそして南方振動」という私の本のコピーを受けとった

ところなんです．ひどいミスプリントがありますけど，

仕上がりはまあまあといったところでしょうか．60ドル

というのは正直なところ高すぎますね．でも，日本では

皆さん「ラ・二一ニャ」に興味を持っているようですか

ら，たくさん売れないかな………．

　ところで，「ラ・二一ニャ」について一言．

「エル・二一ニョ」は熱帯太平洋の異常な状態と考えら

れた時期がありましたね．そこで予報とかなんとか，

「エル・二一ニョ」にすごく力点がおかれちゃいました．

今でもあんまり意味がないと思うのですが，ENSOな

んていう用語も使われています．南方振動は文字どお

り，暖かい「エル・二一ニョ」の状態とその反対の冷た

い状態の間の振動なわけです．これは降水量，海面気

圧，風等々の長い時系列をちょっと眺めれば明らかでし

ょう．フラットな“正常な状態”から，時折，フラット

な“異常な状態”になるというのではなくて，経年的な

振動がみえるだけです．“正常な状態”がしばらく持続

するというようなことはないのです．つねに“正常な状

態”より暖かい「エル・二一ニョ」か“正常な状態”よ

り冷たい状態のどちらかです．これに気付いた人もい

て，いくつかの冷たい状態をさす名称を提案しました．

「反エル・二一ニョ」と呼んだ人がいますが，これは非

常にまずかった．なぜって，「エル・二一ニョ」は文字

どおり幼少のキリストをさすわけですから，「反エル・

二一ニョ」というのは反キリストの響きを持ってしまう

んです．スクリップス海洋研究所のある生物学者はEl

Vicjoという名を提案しました．スペイソ語で老人とい

う意味です．おそらく，老人が子供に続くと思ったから
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でしょうね．しかし，今は振動が間題なのですから，い

ずれ子供が老人に続いてしまいますね．輪廻を信じるな

らかまいませんけれど．そんな訳で私は女の子を意味す

る「ラ・二一ニャ」を提案したんです．スペイン語圏で

カトリックの教育を受けた人には「エル・二一ニョ」は

宗教的な意味がありますから「ラ・二一ニャ」もあまり

愉快な用語ではないようです．もっといい用語があった

ら提案して下さいよ．

　ちょっと脱線しましたけど，科学的には振動かどうか

というのは重要です．暖かい状態があれば冷たい状態も

ある，ということは「エル・二一ニョ」にばかり研究の

的を絞るのはおかしいということになりますね．ところ

が，ごく最近まで，このおかしな状態が続いていたわけ

です．それに「エル・二一ニョ」だけ予報しようとする

のも変ですよね．経年変動の予報は不断の天気予報のよ

うにあるべきなんです．つまり，いつもおこなわれてい

て，次に起こるどんなことでも（たとえば暖かいとか，

寒いとか，雨がたくさん降るとか降らないとか）予報し

なくてはいけませんね．もちろん，長い間「エル・二一

ニョ」に力点がおかれてきたのにはそれなりの理由は南

ります．これは心理学にも関係するでしょうね．ペルー

やエクアドルでは，「エル・二一ニョ」は災害ですから，

新聞にもよく報道されます．一方，「ラ・二一ニャ」は

温和な気候をもたらすので，誰も苦しみません．でも，

ペルーの昔の人は，災害に幼いキリストなんて名付ける

のだから，余程つむじまがりだったんだな，等と早合点

してはいけません．ペルーの経済が漁業（アンチョビー

漁）に強く依存するようになり，沿岸に豪雨に弱い人口

稠密地域が広がったのはほんの1960年代からなのですか

ら．もともとはrエル・二一ニョ」は素敵な出来事だっ

たのです．雨が降り，砂漠が沃野と化したのですから

ね．湧昇がやんで，新しいタイプの魚が沖合いにあらわ

れたりもしたんです．

　ところで，この数世紀の間「エル・二一ニョ」や「ラ・

二一ニャ」をどのように人はみてきたのか，その歴史を

私の本の序に入れておきました．もっと興味のある方は

「El　Nifio，　La　Nifia　and　the　Southern　Oscnlation，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（P17へっづく）
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Academic　Press1989」を読んで下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　George　Philander

　とても面白い話ですね．まさに新用語の鋳造（coin）

は金（coin）になるということですね．それではまた…

　　　　　　　　　　　　　　　　　Toshio　Yamagata

　　　　　　　　　　　　　　（九州大学・山形俊男）
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